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データベース１
大規模情報の蓄積と管理
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この時間の目標

データベースの利用

S データベースの役割がよく理解でき、操作できた

A データベースの役割が理解でき、操作できた

B データベースの役割が理解できた

C データベースの役割が理解できなかった
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データベース１
大規模情報の蓄積と管理



1大規模情報の蓄積と管理

１ 情報システムのサービス

２ 情報管理システムの種別

３ データの管理

４ データベースにおける検索

1章 3節 データベース

身近にあるさまざまな情報システムが，大量のデータを効率的
に管理する仕組みを調べてみよう。データベースで用いられる
検索手法はどのようなものだろうか。
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実習
データベースを操作してみる
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データベース

データベース管理システム
データをまとめて管理する仕組み
いろいろな目的で活用できる

関係データベース
表形式でデータを扱う
表：テーブル
1件ずつのデータ：レコード
データの項目：フィールド
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関係データベースの演算

表から目的のデータを取り出す

基本的な演算

 射影 指定したフィールドを取り出す

 選択 指定したレコードを取り出す

 結合 2つ以上の表を結びつける

リレーショナル
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今日はChrome

[スタート]

→[ Google Chrome]
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サクセス（sAccess）の利用

データベースの基本演算を体験
情報の科学のページを開く
3回目 sAccess をクリック

サクセス
https://saccess2.eplang.jp/saccess/
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データベースの選択

1. プリセットDB選択で「コンビニ」を選ぶ

2. [プリセットDB選択]ボタンをクリック
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開始画面

操作エリア

表示エリア

操作エリア

表示エリア
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操作エリア

命令を入れる部分

コマンド編集
コマンドを入力・編集

コマンドブロック
入力されたコマンド
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命令の修正

コマンドブロックをクリック

コマンドを編集できる

1.『売上データ』を
『商品データ』に変更

2.[Enter]キーを押す

3.商品データが表示される
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変更後の画面

命令実行結果が右側表示エリアに表示
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テーブルについて

「コンビニ」データベース：2つのテーブル
売上データ（158件）

 コンビニの売上げデータ

商品データ（30件）
 商品の内容について



©2018 Yoshihiro Sato All rights reserved

2つのテーブル

 コンビニの売上データ •商品に関するデータ
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データの検索
商品データを元にいろいろな条件で商品を検索
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データの検索 -命令を入力-

コマンド入力部分に
選択 価格 150

と入力

[追加]ボタンをクリック

操作ブロックが追加される

表示エリアに結果が表示される
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データの検索 -実行結果-

命令を入力
→右側の表示エリアに結果が表示
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データの検索 -実行結果-

命令が正しくないとエラーが表示される
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データの検索 -コマンドの削除-

コマンドブロックにチェックを入れる

[削除]ボタンをクリック
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データ処理の体験1
「選択」と「射影」の演算
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例題１ 選択

例：「やまと製茶園」の商品を選ぶ
図の太字の商品だけ表示する
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例題１ 選択 -選択の命令-

選択の命令
選択 フィールド名 キーワード

スペースで区切る

「やまと製茶園」の商品を選ぶには？
操作コマンドを追加する
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例題１ 選択 -入力する命令-

1. 入力欄に以下のコマンドを入力
選択 メーカー やまと製茶園

2. [追加]ボタンをクリック
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例題１ 選択 -命令入力後-

操作ブロックが追加される
右側に、データ処理後の状態が表示される
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例題２ 射影

例：「商品コード」、「商品名」のフィールドだけを
表示する
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例題２ 射影 -射影の命令-

射影の命令
射影 フィールド名1、フィールド名２

フィールド名を複数並べる
ときは「、」で区切る

「商品コード」、「商品名」の
フィールドだけを表示するには？
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例題２ 射影 -入力する命令-

1. 入力欄に以下のコマンドを入力
射影 商品コード、商品名

2. [追加]ボタンをクリック
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表示エリアの確認

表示エリアの一番右
→演算前の最初のテーブルが表示

最初の命令（選択）が追加されると
→左側に選択のデータ処理の結果が表示

２つめの命令（射影）が追加されると
→左側に射影のデータ処理の結果が表示

右から左に画面を見ていくと、データ処理の様子が確
認できる
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表示エリアの様子

命令が表示されている
選択射影
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入力した命令の確認

命令は順に実行される
ステップ１

やまと製茶園の商品を
取り出す

ステップ２
商品コードと商品名のフィールドを表示する
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データ処理の結果

最後に表示されているデータは何を表しているか

やまと製茶園の
商品について、
商品コードと商品名が
表示されている
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練習問題
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練習問題の前に

追加入力した命令を消す
1.入力した命令すべてにチェック
2.「削除」ボタンをクリック
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練習問題の答え方

目的のデータを表示する命令を入力

解答欄に問題の答えを記入

何の命令を入力したかメモ
命令は１つだけのときもあれば、いくつかの命令を組み合
わせるときもあります。
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選択と射影

選択の命令
選択 フィールド名 キーワード

射影の命令
射影 フィールド名1、フィールド名２、
 フィールド名を複数並べるときは「、」で区切る

レコード
フ
ィ
ー
ル
ド

終わった人は
表示 商品データ
結合 売上データ
と命令

• 朝、女性に売れている商品を検索
• 他の条件で傾向を分析
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データベース２
データの正規化
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この時間の目標

データベースの利用

S データベースの役割がよく理解でき、操作できた

A データベースの役割が理解でき、操作できた

B データベースの役割が理解できた

C データベースの役割が理解できなかった

4



2データの正規化

1章 3節 データベース

１ データの正規化

２ 第3正規形

データベースで大量のデータを効率的に管理するためには，う
まく整理する必要がある。そのためにどのような方法がとられ
ているのだろうか。
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実習
データベースを操作してみる２

何ができるのか？何に役立ちそうか？
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射影と選択

選択
 選択 フィールド名 キーワード
 対象のレコードを選択

射影
 射影 フィールド名１、フィールド名２
 対象のフィールドだけ表示
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今日もChrome

[スタート]

→[ Google Chrome]
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サクセス（sAccess）の利用

データベースの基本演算を体験
1. 情報の科学のページを開く
2. 4回目 sAccess をクリック

サクセス
https://saccess2.eplang.jp/saccess/
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データベースの選択

1. プリセットDB選択で「コンビニ」を選ぶ

2. [プリセットDB選択]ボタンをクリック
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データ処理の体験2
結合
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例題３ 結合 -準備-

結合で表を結びつける

結合の命令を入力する前に、商品コードと商品名を表
示させる

 表示 商品データ

 射影 商品コード、商品名
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例題３ 結合 -なぜ結合-

売上日と商品名のデータを表示させたい

[商品データ]テーブル
 商品コードと商品名を表示
 売上日のフィールドはない

[売上データ]テーブル
 売上日のフィールドがある
 商品名のフィールドはない

結合しないと
売上日と
商品名を

表示できない
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例題３ 結合 -２つの表つなぐには-

[商品コード]はどちらのテーブルにもある
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例題３ 結合 -結合の命令-

結合の命令

 結合 テーブル名

結合の相手先のテーブルの名前を入力

両方のテーブルにあるフィールドで

データがつながる

売上データ という
テーブルと結合するには？
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例題３ 結合 -入力する命令-

1. 入力欄に以下のコマンドを入力

 結合 売上データ

2. [追加]ボタンをクリック
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例題４ 基本的な演算

結合した表に対して選択・射影もできる

朝女性に売れている商品名と年齢層の一覧を
表示する
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例題４ 基本的な演算 命令

時間帯を朝

性別を女

商品名と年齢層だけを表示

選択と射影を使う
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例題４ 基本的な演算 -入力-

入力欄に以下のコマンドを入力・追加

 選択 時間帯 朝

選択 性別 女

射影 商品名、年齢層
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例題４ 基本的な演算 -入力後-
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データ処理の体験3
集計
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集計

データを集計し計算できる
 個数を数える
 平均を求める
 合計を求める

今回は
平均だけ
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例題５ 平均

1. 「国語」の平均を求めたい

2. 男女別の「国語」の平均を求めたい
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例題５ 平均 -準備-

1. 左上 をクリック→[OK]をクリック

2. [生徒名簿]データベースを選択

3. [プリセットDB選択]をクリック

4. [生徒データ]に[生徒成績データ]を結合
結合 生徒成績データ
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例題５ 平均 -平均の命令-

平均を求める命令

 平均 フィールド名 (分類フィールド)

フィールド名のデータの平均を求める

(分類フィールド)で分類して平均を求める

分類フィールドはなくてもよい（分類しないとき）
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例題５-1 平均 -平均の命令-

フィールドの平均を求める命令

 平均 フィールド名

フィールド名のデータの平均を求める

国語の平均を求めるには？
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例題５-1 平均 -入力する命令-

1. 入力欄に以下のコマンドを入力
平均 国語

2. 追加ボタンをクリック
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例題５-1 平均 -命令入力後-

[avg_国語] として結果が表示

 64.016666666667
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例題５-2 平均 -平均の命令-

分類して平均を求める命令

 平均 フィールド名 分類フィールド名

フィールド名のデータの平均を求める

分類フィールドで分類して
平均を求める

国語の男女別平均を求めるには？
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例題５-2 平均 -入力する命令-

1. 操作コマンドを修正する
平均 国語 性別

2. [Enter]キーを押す
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例題５-2 平均 -命令入力後-

[avg_国語] として男女別に結果が表示

 女 63.75

 男 64.321428571429
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練習問題
生徒名簿データベース
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生徒名簿データベース

学校が管理する生徒のデータを想定
４つのテーブル

 「生徒データ」
 「選択科目データ」
 「クラブデータ」
 「生徒成績データ」

次のようなことを調べられる
 ある出身中学の生徒
 音楽を選択している生徒
 ○○部に所属している生徒
 生徒の成績
 クラスごとの平均点
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４つのテーブル

生徒データ
基本的な

生徒の情報

「生徒番号」
「クラス」
「番号」
「名前」
「性別」
「住所」

「出身中学校」

選択科目
データ

生徒が選択してい
る科目

「生徒番号」
「芸術選択」
「文理選択」
「社会選択」
「理科選択」

クラブデータ
生徒の所属クラブ

「生徒番号」
「クラブ」

生徒成績
データ

それぞれの成績

「生徒番号」
「外国語」
「数学」
「国語」
「理科」
「社会」
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利用するコマンド

選択
選択 フィールド名 キーワード

射影
射影 フィールド名1、フィールド名２
 フィールド名を複数並べるときは「、」で区切る

結合
結合 テーブル名

平均

 平均 フィールド名 (分類フィールド)

問8までは
終わらせよう

終わった人は
• 自己評価・授業評価
• 自分なりの観点で情報分析

• このコンビニを救うには
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データベース1 

（  月  日） 

  年  組  席 氏名            

 

１ 練習問題 

 あらかじめ[商品データ]を表示させておくこと 

 それぞれの問題を解く前に、命令を削除しておくこと 

 

問1 メーカーが「ユウヒ飲料」の商品を表示させ、レコード数を書け 

命令 

 

 

 

レコード数 

 

 

問２ 商品名と価格のフィールドだけ表示させなさい。 14番目のレコードの内容を書き写せ 

命令 

 

 

 

レコードの内容 

 

 

問３ メーカーがやまと製茶園で、150円の商品を表示させ、３番目のレコードの商品コードを書け 

命令 

 

 

 

３行目の商品コード 

 

 

問 4 価格が150円のデータを選び、商品名、内容量、メーカーだけを表示させ、7番目のレコードの内容を

書き写せ 

命令 

 

 

 

レコードの内容 
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【追加課題１】 

１．命令をすべて削除する 

２．以下の命令を入力する 

 表示 商品データ 

 結合 売上データ 

３．朝、女性に売れている商品を検索し、傾向について考える 

４．他のさまざまな条件で検索し、傾向を分析する 

５．時間帯などに応じた商品の提案を考える 
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データベース2 

（  月  日） 

  年  組  席 氏名            

 

１ 演算の命令 

表示 テーブルを表示する 

 表示の命令   

 

選択 指定したレコードを取り出す 

 選択の命令 

 

射影 指定したフィールドを取り出す  

 射影の命令 

 

結合 2つ以上の表を結びつける選択  

 結合の命令 

 

平均 データを集計し平均の値を求める 

 平均の命令 

 

 フィールド名のデータの平均を求める 

 （分類フィールド）で分類して平均を求める 

 分類フィールドはなくてもよい 

表示 テーブル名 
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３ 練習問題 

 「生徒名簿」を使って、データ処理を行う 

 それぞれの問題を解く前に、命令を削除しておくこと 

 

問１ 住所が「伊倉町」のレコードを表示し、レコード数を書け 

 

 

問２ 男子生徒について、名前と出身中学だけを表示し、３番目のレコードを書き写せ 

 

 

問３ 書道を選択している生徒を表示し、5 番目のレコードのフィールド[名前]の値を書け 

 

 

問４ 名前と芸術の選択科目だけを表示し、８番目のレコードの内容を書き写せ 

 

 

問５ バスケット部の男子生徒を表示し、レコード数を書け 

 

 

問６ バスケット部の男子生徒で、「下川沿町」に住んでいる人を表示し、レコード数を書け 

 

 

問７ 生徒の成績を表示し、６番目のレコードのフィールド[社会]の値を書け 

 

 

問８ 理科の平均を求めよ 

 

 

問９ バスケット部で理系の生徒を表示し、５番目のレコードのフィールド[生徒番号]の値を書け 

 

 

問１０ バスケット部の生徒について、名前と芸術の選択科目だけを表示し、１０番目のレコードの内容

を書き写せ 

 

 

問１１ 外国語のクラスごとの平均を求め、１組の点数を書け 

 

 

問１２ クラブ毎の、数学の平均を求め、バレー部の平均点を書け 

 

 

問１３ 社会の平均を科目ごと（地理・日本史）に求め、日本史選択者の平均を書け（小数第２位まで） 

 

 

テーブル名 内容 フィールド名 

生徒データ 基本的な生徒の情報 
「生徒番号」「クラス」「番号」「名前」

「性別」「住所」「出身中学校」 

生徒成績データ 
それぞれの成績 

 

「生徒番号」「外国語」「数学」「国語」 

「理科」「社会」 

選択科目データ 
生徒が選択している科目 

 

「生徒番号」「芸術選択」「文理選択」

「社会選択」「理科選択」 
クラブデータ 生徒の所属クラブ 「生徒番号」「クラブ」 

 


